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令和６年度　山口県設計標準歩掛表　改定・訂正履歴

061001
設計標準歩掛表
（港湾編）

訂正令和6年10月7日



適用基準日：061001

頁 正 誤

令和６年度山口県設計標準歩掛表（一般共通編）

正誤表

Ⅱ-5-⑫-2

第Ⅱ編　共通工
第５章　仮設工
⑫汚濁防止フェ
ンス工

1/9



適用基準日：061001

頁 正 誤

令和６年度山口県設計標準歩掛表（港湾編）

正誤表

3-4.2-18

第1部港湾土木
請負工事積算基
準
第3章直接工事
費の施工歩掛
4節　本体工
4.2　ブロック式
3.本体ブロック据
付工

2/9

頁の抜け



適用基準日：061001

頁 正 誤

令和６年度山口県設計標準歩掛表（港湾編）

正誤表

3-4.2-19

第1部港湾土木
請負工事積算基
準
第3章直接工事
費の施工歩掛
4節　本体工
4.2　ブロック式
3.本体ブロック据
付工

3/9

頁の抜け



適用基準日：061001

頁 正 誤

令和６年度山口県設計標準歩掛表（港湾編）

正誤表

3-8-12

第1部港湾土木
請負工事積算基
準
第3章直接工事
費の施工歩掛
8節　消波工
2.　消波ブロック
工

4/9



適用基準日：061001

頁 正 誤

令和６年度山口県設計標準歩掛表（港湾編）

正誤表

3-8-13

第1部港湾土木
請負工事積算基
準
第3章直接工事
費の施工歩掛
8節　消波工
2.　消波ブロック
工

5/9



適用基準日：061001

頁 正 誤

令和６年度山口県設計標準歩掛表（港湾編）

正誤表

3-8-16

第1部港湾土木
請負工事積算基
準
第3章直接工事
費の施工歩掛
8節　消波工
2.　消波ブロック
工

6/9

重複ページの削除



適用基準日：061001

頁 正 誤

令和６年度山口県設計標準歩掛表（港湾編）

正誤表

3-8-17

第1部港湾土木
請負工事積算基
準
第3章直接工事
費の施工歩掛
8節　消波工
2.　消波ブロック
工

7/9

重複ページの削除



適用基準日：061001

頁 正 誤

令和６年度山口県設計標準歩掛表（港湾編）

正誤表

単－10

単価表
別表-4
就業時間別の船
員供用係数

8/9



適用基準日：061001

頁 正 誤

令和６年度山口県設計標準歩掛表（港湾編）

正誤表

単－13

単価表
5.サンドコンパク
ション船

9/9



Ⅱ-5-⑫-2 

 

 

 

６． 内訳書及び単価表 

 (１) 汚濁防止フェンス工内訳書 

施工歩掛コード SB795 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘    要 

汚 濁 防 止 フ ェ ン ス 設 置  ｍ  単価表(２) 

汚 濁 防 止 フ ェ ン ス 撤 去  〃   〃 

フ ェ ン ス 賃 料  〃   

ア ン カ ー 工  式 1 フェンス賃料×0.10 

諸 雑 費  〃 1  

計     

 

 (２) 汚濁防止フェンス設置・撤去 100ｍ当り単価表 

施工歩掛コード SB797 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 4.1 

普 通 作 業 員  〃   〃 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 運 転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(2014年規制) 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３) 

吊能力2.9t 

日  
表 4.1 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.1 

計     

 

 (３) 機械運転単価表 

機 械 名 規    格 適用単価表 指定事項 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(2014年規制) 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３) 

吊能力2.9t 

機－28 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→88 
機械賃料数量→1.03 

 



3－4.2－18

３－１－７ ブロック据付

３－１－７－１ ブロック据付（１スイング）

３－１－７－１－１ 代価表作成手順

・施工場所 → 施 工 区 分 の 選 定 →①施工区分
(陸上、海上施工)

ã
３－１－４

・ブロック質量
①施工区分 → ク レ ー ン の 決 定 →②クレーン類の種類・規格
・現場条件 ③(標準)運転時間

ã

②起重機船等の船種・規格→ 引 船 規 格 の 決 定 →④引船の規格

ã
３－１－７－１－２

①施工区分 ⑤能力係数(据付)
・ブロック種類 作業種類能力係数(E１)
・ブロック質量 → 能 力 係 数 の 選 定 → ブロック種類能力係数(E２)
・ウインチ移動の有無 施工区分能力係数(E３)

ブロック質量能力係数(E４)
ｳｲﾝﾁ移動能力係数(E５)

ã

⑤能力係数(据付) → １個当り据付時間算定 →⑥１個当り据付時間(Cm１)

ã

⑥１個当り据付時間(Cm１)
③クレーン類の → 据 付 個 数 の 算 定 →⑦１日当り施工量(Ｎ)
(標準)運転時間

ã

・水中、陸上工事区分 → 労 務 編 成 の 選 択 →⑧労務編成

ã

⑦１日当り施工量(Ｎ)
①施工区分 → 代 価 表 の 作 成 →・ブロック据付
②クレーン類の種類･規格 １日( 個)当り代価表
④引船の規格
⑧労務編成
・供用係数

３－１－７－１－２ 施工歩掛

１）作業能力

(1) 据付能力算定式

60
Ｎ＝ ×Ｔ （小数１位四捨五入）

Cm１

Ｎ ：１日当り施工量(個／日)
Cm１：１個当り据付時間(分／個)
Ｔ ：陸上クレーン標準運転時間(h／日)または起重機船等の運転時間(6h／日)

Cm１ ＝ bｉ×E１×E２×E３×E４×E５ (小数２位四捨五入)
bｉ ：標準作業時間(8.5分)
E１ ：作業種類能力係数
E２ ：ブロック種類能力係数
E３ ：施工区分能力係数
E４ ：ブロック質量能力係数
E５ ：ウインチ移動能力係数

係数区分 能力係数 摘 要 係数区分 能力係数 摘 要

E１ 据 付 1.20 4.5t以下 0.50

L型･ｾﾙﾗ-ﾌﾞﾛｯｸ 1.20 4.5～ 7.5t 〃 0.65

E２ 本体方塊･直立消波 7.5～ 12.5t 〃 0.70
1.10

蓋ﾌﾞﾛｯｸ 12.5～ 22.0t 〃 0.80

施 工 陸上 0.90 E４ 22.0～ 31.0t 〃 0.90
E３

区 分 海上 1.00 31.0～ 37.5t 〃 0.95

ｳ ｲ ﾝ ﾁ なし 1.00 37.5～ 50.0t 〃 1.00
E５

移 動 あり 1.25 50.0～ 70.0t 〃 1.05

70.0～100.0t 〃 1.15

注）ウインチによる移動距離は、概ね50ｍまでとする。なお、50ｍを超える場合は、
「本節 ３－１－７－４ ブロック運搬据付(海上一連方式)」を適用する。



3－4.2－19

２）労務編成

（単位：人または日）

玉掛・玉外のどちら 玉掛・玉外のどちら 玉掛・玉外のどちら名 称 も陸上(水上)の場合 か水中の場合 も水中の場合

と び 工 1 1 －

普通作業員 3 2 －

潜 水 士 船 － 1 2

３）代価表

(1) ブロック据付（１スイング） １日（ 個）当り

数 量
名 称 形 状 寸 法 単位 摘 要

陸 上 海 上

ラフテレーンクレーン
または (油) t吊 日 1 － 標準運転時間
クローラクレーン

ｸ ﾚ - ﾝ 付 台 船 t吊
または 〃 － 1 運6Ｈ／就8Ｈ
起 重 機 船 非航旋回 鋼Ｄ t吊

引 船 鋼Ｄ PS型 〃 － 1 運2Ｈ／就8Ｈ

潜 水 士 船 Ｄ270PS型 3～5t吊 〃 就業8Ｈ

と び 工 人

普 通 作 業 員 〃

雑 材 料

注）1.潜水士船については、水深15ｍ未満の場合は単独潜水方式、水深15ｍ以上30ｍ未満の

場合は2人潜水方式（交互）を適用する。

　なお、水深30m以上の場合や現場条件によりこれにより難い場合は別途考慮する。 
2．水深については、平均干潮面（M.L.W.L.）からの水深とする。

3．ブロックの一部が水深15ｍ以上にある場合は、2人潜水方式（交互）とする。

施工コード：S5169



3－8－12

２）労務編成
（単位：人または日）

玉掛・玉外のどちら 玉掛・玉外のどちら 玉掛・玉外のどちら名 称 も陸上(水上)の場合 か水中の場合 も水中の場合

と び 工 1 1 －

普 通 作 業 員 3 2 －

潜 水 士 船 － 1 2

３）代価表

(1) ブロック転置 １日（ 個）当り

数 量
名 称 形 状 寸 法 単位 摘 要

陸 上 海 上

ラフテレーンクレーン
または (油) t吊 日 1 － 標準運転時間
クローラクレーン

ク レ ー ン 付 台 船 t吊
または 〃 － 1 運6Ｈ／就8Ｈ
起 重 機 船 非航旋回 鋼D t吊

引 船 鋼Ｄ PS型 〃 － 1 運2Ｈ／就8Ｈ

Ｄ270PS型潜 水 士 船 〃 就業8Ｈ3～5t吊

と び 工 人

普 通 作 業 員 〃

雑 材 料

注）1.潜水士船については、水深15ｍ未満の場合は単独潜水方式、水深15ｍ以上30ｍ未満の

場合は2人潜水方式（交互）を適用する。

　なお、水深30m以上の場合や現場条件によりこれにより難い場合は別途考慮する。

2．水深については、平均干潮面（M.L.W.L.）からの水深とする。

3．ブロックの一部が水深15ｍ以上にある場合は、2人潜水方式（交互）とする。

２－２－７ 異形ブロック据付（１スイング）

２－２－７－１ 代価表作成手順

・施工場所 → 施 工 区 分 の 選 定 →①施工区分
(陸上、海上施工)

ã２－２－４
・ブロック質量
①施工区分 → ク レ ー ン の 決 定 →②クレーン類の種類･規格
・現場条件 ③(標準)運転時間

ã

②起重機船等の船種･規格 → 引 船 規 格 の 決 定 →④引船規格

ã
２－２－７－２

①施工区分 ⑤能力係数(据付)
・ブロック種類 作業種類能力係数(E１)
・ブロック質量 → 能 力 係 数 の 選 定 → ブロック種類能力係数(E２)
・ウインチ移動の有無 施工区分能力係数(E３)

ブロック質量能力係数(E４)
ｳｲﾝﾁ移動能力係数(E５)

ã

⑤能力係数(据付) → １個当り据付時間算定 →⑥１個当り据付時間(Cm１)

ã
⑥１個当り据付時間(Cm１)
③クレーン類の → 据 付 個 数 の 算 定 →⑦１日当り施工量(Ｎ)
(標準)運転時間

ã

・水中、陸上工事区分 → 労 務 編 成 の 選 択 →⑧労務編成

ã
⑦１日当り施工量(Ｎ)
①施工区分 → 代 価 表 の 作 成 →・ブロック据付
②クレーン類の種類･規格 １日( 個)当り代価表
④引船規格
⑧労務編成
・供用係数

施工コード：S5266



3－8－13

２－２－７－２ 施工歩掛

１）作業能力

(1) 据付能力算定式

60
Ｎ＝ ×Ｔ （小数１位四捨五入）

Cm１

Ｎ ：１日当り施工量(個／日)

Cm１：１個当り据付時間(分／個)

Ｔ ：陸上クレーン標準運転時間(h／日)または起重機船等の運転時間(6h／日)

Cm１ ＝ bｉ×E１×E２×E３×E４×E５ (小数２位四捨五入)

bｉ ：標準作業時間(8.5分) E
１ ：作業種類能力係数

E２ ：ブロック種類能力係数

E３ ：施工区分能力係数

E４ ：ブロック質量能力係数

E５ ：ウインチ移動能力係数

係数区分 能力係数 摘 要 係数区分 能力係数 摘 要

E１ 据付（乱積） 1.00 4.5t以下 0.50

E２ 異形ブロック 1.00 4.5～ 7.5t 〃 0.65

施 工 陸上 0.90 7.5～ 12.5t 〃 0.70
E３

区 分 海上 1.00 12.5～ 22.0t 〃 0.80

なし 1.00 E４ 22.0～ 31.0t 〃 0.90
E５

ｳ ｲ ﾝ

ﾁ移

動

あり 1.25 31.0～ 37.5t 〃 0.95

37.5～ 50.0t 〃 1.00

50.0～ 70.0t 〃 1.05

70.0～100.0t 〃 1.15

注）ウインチによる移動距離は、概ね50ｍまでとする。なお、50ｍを超える場合は、

「本節 ２－２－１０ 異形ブロック運搬据付(海上一連方式)」を適用する。

２）労務編成
（単位：人または日）

玉掛・玉外のどちら 玉掛・玉外のどちら 玉掛・玉外のどちら名 称 も陸上(水上)の場合 か水中の場合 も水中の場合

と び 工 1 1 －

普 通 作 業 員 3 2 －

潜 水 士 船 － 1 2

３）代価表

(1) ブロック据付（１スイング） １日（ 個）当り

数 量
名 称 形 状 寸 法 単位 摘 要

陸 上 海 上

ラフテレーンクレーン
または (油) t吊 日 1 － 標準運転時間
クローラクレーン

ク レ ー ン 付 台 船 t吊
または 〃 － 1 運6Ｈ／就8Ｈ
起 重 機 船 非航旋回 鋼D t吊

引 船 鋼Ｄ PS型 〃 － 1 運2Ｈ／就8Ｈ

Ｄ270PS型潜 水 士 船 〃 就業8Ｈ3～5t吊

と び 工 人

普 通 作 業 員 〃

雑 材 料

施工コード：S5267

注）1.潜水士船については、水深15ｍ未満の場合は単独潜水方式、水深15ｍ以上30ｍ未満の

場合は2人潜水方式（交互）を適用する。

　なお、水深30m以上の場合や現場条件によりこれにより難い場合は別途考慮する。

2．水深については、平均干潮面（M.L.W.L.）からの水深とする。

3．ブロックの一部が水深15ｍ以上にある場合は、2人潜水方式（交互）とする。



単－10

別表－４ 就業時間別の船員供用係数

船舶供用係数(α)と就業時間別船員供用係数(β)（１ワッチ制）

就業時間別の船員供用係数(β)

就業時間 8H 就業時間 9H 就業時間 10H 就業時間 11H 備 考
係 数 船舶供用係数

[超勤時間 0H] [超勤時間 1H] [超勤時間 2H] [超勤時間 3H]
ランク （α）

[深夜時間 0H] [深夜時間 0H] [深夜時間 0H] [深夜時間 0H]

船団長･高級船員 普通船員 船団長･高級船員 普通船員 船団長･高級船員 普通船員 船団長･高級船員 普通船員

1 1.65 1.20 1.20 1.31 1.31 1.42 1.42 1.53 1.54

2 1.85 1.35 1.35 1.46 1.46 1.57 1.57 1.68 1.69

3 2.20 1.55 1.55 1.66 1.66 1.77 1.77 1.88 1.89

4 2.55 1.80 1.80 1.91 1.91 2.02 2.02 2.13 2.14

5 2.80 2.00 2.00 2.11 2.11 2.22 2.22 2.33 2.34

6 3.20 2.25 2.25 2.36 2.36 2.47 2.47 2.58 2.59

7 3.65 2.60 2.60 2.71 2.71 2.82 2.82 2.93 2.94

8 4.30 3.05 3.05 3.16 3.16 3.27 3.27 3.38 3.39

9 5.25 3.70 3.70 3.81 3.81 3.92 3.92 4.03 4.04

船舶供用係数(α)と就業時間別船員供用係数(β)（２ワッチ制）

就業時間別の船員供用係数(β)

就業時間 16H 就業時間 18H 就業時間 20H 就業時間 22H 備 考
係 数 船舶供用係数

[超勤時間 0H] [超勤時間 2H] [超勤時間 4H] [超勤時間 6H]
ランク (α)

[深夜時間 1H] [深夜時間 3H] [深夜時間 4H] [深夜時間 6H]

船団長･高級船員 普通船員 船団長･高級船員 普通船員 船団長･高級船員 普通船員 船団長･高級船員 普通船員

1 1.65 1.21 1.21 1.34 1.35 1.47 1.47 1.60 1.60

2 1.85 1.36 1.36 1.49 1.50 1.62 1.62 1.75 1.75

3 2.20 1.56 1.56 1.69 1.70 1.82 1.82 1.95 1.95

4 2.55 1.81 1.81 1.94 1.95 2.07 2.07 2.20 2.20

5 2.80 2.01 2.01 2.14 2.15 2.27 2.27 2.40 2.40

6 3.20 2.26 2.26 2.39 2.40 2.52 2.52 2.65 2.65

7 3.65 2.61 2.61 2.74 2.75 2.87 2.87 3.00 3.00

8 4.30 3.06 3.06 3.19 3.20 3.32 3.32 3.45 3.45

9 5.25 3.71 3.71 3.84 3.85 3.97 3.97 4.10 4.10

注）1.別表－４における就業時間別船員供用係数（β）は、就業時間8H[超勤時間0H 深夜時間0H]の場合を除き、
令和６年３月から適用の割増対象賃金比をもとに算出された就業時間別船員供用係数（β）である。した
がって、割増対象賃金比に変更があった場合は、下記「就業時間別船員供用係数（β）の算出式」をもと
に別途算出するものとする。

2.就業時間と超勤時間および深夜時間の関係が別表－４によらない場合についても、同様に、下記「就業時
間別船員供用係数（β）の算出式」をもとに別途算出するものとする。

3.上記船員以外にも潜水士等も対象とする。

就業時間別船員供用係数(β)の算定式
1

β＝β０＋ ×割増対象賃金比×(1.25×超勤時間数＋0.25×深夜時間数)÷ワッチ数
8

（小数３位四捨五入）

β ：時間外手当および深夜手当を考慮した船員供用係数

β０ ：就業８時間の場合の船員供用係数

割増対象賃金比：労務単価に占める割増賃金の対象となる賃金の比率をいう。

ただし、２ワッチにおける超過勤務時間数および深夜労働時間数は、２ワッチの

合計の時間数とする。
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バックホウ浚渫船 供用１日当り

数 量
名 称 形状寸法 単位 摘 要â â鋼Ｄ 1.0 鋼Ｄ 2.0

206kW 302kW

船 団 長 人 1 1

高 級 船 員 〃 1 1

普 通 船 員 〃 3 4

損 料 供 用 日 １

４．バージアンローダ船
バージアンローダ船 運転１日当り 就業１０時間

数 量

名 称 形状寸法 単位 鋼Ｄ 摘 要
420PS型 1,000PS型 1,600PS型 2,000PS型 2,500PS型
309kW 736kW 1,177kW 1,471kW 1,839kW

主 燃 料 重 油 Ａ 148.6×T 354.0×T 566.1×T 707.6×T 884.6×Tç

船 団 長 人 1×β 1×β 1×β 1×β 1×β

高 級 船 員 〃 2×β 2×β 2×β 2×β 2×β

普 通 船 員 〃 4×β 4×β 4×β 4×β 5×β

損 料 運 転 時間 T

〃 供 用 日 α

注）作業能力より運転時間（T）を決定し主燃料および損料（運転）を算出し使用する。

バージアンローダ船 供用１日当り

数 量

名 称 形状寸法 単位 鋼Ｄ 摘 要
420PS型 1,000PS型 1,600PS型 2,000PS型 2,500PS型
309kW 736kW 1,177kW 1,471kW 1,839kW

船 団 長 人 1 1 1 1 1

高 級 船 員 〃 2 2 2 2 2

普 通 船 員 〃 4 4 4 4 5

損 料 供 用 日 1

施工コード：S9708

５．サンドコンパクション船
サンドコンパクション船 運転１日当り 就業１０時間

量数

３ 連 装名 称 形状寸法 単位 摘 要
35ｍ 40ｍ 45ｍ 50ｍ 55ｍ

2,618kW 2,993kW 3,369kW 3,744kW 4,119kW

主 燃 料 重 油 Ａ 3,309 3,783 4,258 4,733 5,206ç

船 団 長 人 1 β× 1 β× 1 β× 1 β× 1×β

高 級 船 員 〃 2×β 2×β 2×β 2×β 2×β

普 通 船 員 〃 9×β 9×β 9×β 9×β 9×β

損 料 運 転 時間 8

〃 用供供 α

サンドコンパクション船 供用１日当り

量数

連３ 装名 称 形状寸法 単位 要摘
35ｍ 40ｍ 45ｍ 50ｍ 55ｍ

2,618kW 2,993kW 3,369kW 3,744kW 4,119kW

船 団 長 人 1 1

高 級 船 員 〃 2 2

普 通 船 員 〃 9 9

損 料 供供 用 1

施工コード：S9712
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